
事業の概要（※400字以内）

11． 事務担当者

 職名・氏名

12．

 電話番号

 E-mail

３． タイプ名

５．

８．

対象地域

４． 事業計画名

事
業
協
働
機
関

７.

６． 事業のキーワード

地方公共団体

事業計画責任者  職名・氏名

取組を実施する
学部等名

事業期間 令和４年度～令和９年度（６年間）９．

10．

様式１（公表）

地域活性化人材育成事業～ＳＰＡＲＣ～
中間評価調書

１． 事業責任大学名 整理番号２.

企業・経済団体

金融機関

その他

参加校
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様式２（公表） 

（事業責任大学名：●●大学、事業計画名：●●●●●●●●●●●） 

進捗状況の概要 （１ページ以内） 

-2-



様式３ 

（事業責任大学名：●●大学、事業計画名：●●●●●●●●●●●） 

（１）事業の実施体制（５ページ以内） 

各進捗状況について、具体的に記載してください。 

(ⅰ)本事業の取組は、事業責任大学及び参加校における各大学の改革の一環として寄与しているか。 

【教育改革の進捗】（２ページ以内） 

（事業責任大学：●●大学） 
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様式３ 

（事業責任大学名：●●大学、事業計画名：●●●●●●●●●●●） 

 

（参加校：●●大学） 
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様式３ 

（事業責任大学名：●●大学、事業計画名：●●●●●●●●●●●） 

 

(ⅱ)事業責任大学内にて組織的な実施体制が整備されているか（学長を中心とした体制の整備、ＦＤ・Ｓ

Ｄの実施体制の整備、学内への周知徹底を含む。）。【学内の実施体制】（１ページ以内） 
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様式３ 

（事業責任大学名：●●大学、事業計画名：●●●●●●●●●●●） 

 

(ⅲ)客観的なエビデンスに基づいたＰＤＣＡサイクルが機能しているか。【ＰＤＣＡサイクル】（１ページ

以内） 
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様式３ 

（事業責任大学名：●●大学、事業計画名：●●●●●●●●●●●） 

 

(ⅳ)取組の自己評価が適切に実施できる体制が整備されているか。【評価体制の整備】（１ページ以内） 
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様式３ 

（事業責任大学名：●●大学、事業計画名：●●●●●●●●●●●） 

 

（２）事業の具体的な取組の進捗状況 

各進捗状況について、中間評価要項別紙１を踏まえ、具体的に記載してください。 

（ⅰ）事業の共通目標、共通目標以外の設定目標に対する達成度はどうか。【目標に対する達成度】（３ページ以内） 

目標値の設定根拠や達成状況に係る分析、取組の成果についても記載してください。 

【事業の共通目標の達成状況】 

 

 

 

【共通目標以外の設定目標の達成状況】 
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様式３ 

（事業責任大学名：●●大学、事業計画名：●●●●●●●●●●●） 

 

(ⅱ)取組要件の達成度はどうか。【取組要件の達成度】 

〈中間評価項目：(a) 地域連携プラットフォーム等を活用した連携体制〉（２ページ以内） 

【「地域連携プラットフォーム」等の名称】 

【「地域連携プラットフォーム」等の構成員等】 

【「教育プログラム検討委員会」の構成員】 

【進捗状況】 

〈本取組要件全般に関わるもの〉 

 

〈学位プログラム構築にあたっての産業界・地方公共団体・金融機関それぞれの関わり方〉 

 

〈対象地域におけるコストシェア〉 

 

〈事業の実施、達成・進捗状況の評価体制〉 
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様式３ 

（事業責任大学名：●●大学、事業計画名：●●●●●●●●●●●） 

 

〈中間評価項目：(b) 大学等連携推進法人制度を活用した高度な大学間連携〉（２ページ以内） 

【進捗状況】 
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様式３ 

（事業責任大学名：●●大学、事業計画名：●●●●●●●●●●●） 

 

〈中間評価項目：(c) 文理横断型教育を基盤とした教育プログラム、(d) 地域課題に対して主体的に参

画・挑戦する学生の育成に寄与する教育（地域課題ＰＢＬ、地域学、アントレプレナーシップ教育等）、

(e) 正課内の取組〉（学位プログラム毎に４ページ以内） 

【進捗状況】 
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様式３ 

（事業責任大学名：●●大学、事業計画名：●●●●●●●●●●●） 

 

〈中間評価項目：(f) 高大接続〉（１ページ以内） 

【進捗状況】 
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様式３ 

（事業責任大学名：●●大学、事業計画名：●●●●●●●●●●●） 

 

〈中間評価項目：(g) 社会人等を対象とした短期集中の教育プログラムの構築〉（１ページ以内） 

【進捗状況】 
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様式３ 

（事業責任大学名：●●大学、事業計画名：●●●●●●●●●●●） 

 

（ⅲ）取組要件として掲げていた学部等の再編について適切に計画されているか。【再編計画の策定】 

（※タイプ①のみ）（学位プログラム毎に１ページ以内） 

令和 10年４月１日までに実施する STEAM教育を基盤とした学部へと再編に向けた具体的な計画を記載してくだ

さい。 

対象大学名：  

再編を行う学部等名：  

〈計画〉 
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様式３ 

（事業責任大学名：●●大学、事業計画名：●●●●●●●●●●●） 

 

（３）事業の実施計画・継続性（５ページ以内） 

各進捗状況について、具体的に記載してください。 

(ⅰ)各年度の計画に基づき、着実に事業が実施されているか。また、今後の見通しはどうか。 

【計画の実施状況・見通し】（３ページ以内） 
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様式３ 

（事業責任大学名：●●大学、事業計画名：●●●●●●●●●●●） 

 

(ⅱ)学内体制、専門人材の配置や学外との連携体制、ＦＤ・ＳＤの実施等の面から、補助期間終了後も継

続的かつ発展的に事業が実施されることが十分見込めるものとなっているか。【体制的な継続性】（１ペー

ジ以内） 
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様式３ 

（事業責任大学名：●●大学、事業計画名：●●●●●●●●●●●） 

 

(ⅲ)資金計画の面から、補助期間中、事業規模を縮小せず計画を遂行することが見込める内容・進捗とな

っているか。また、補助期間終了後も継続的かつ発展的に事業が実施されることが十分見込めるものとな

っているか。【資金的な継続性】（１ページ以内） 
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様式３ 

（事業責任大学名：●●大学、事業計画名：●●●●●●●●●●●） 

 

（４）事業成果の普及（１ページ以内） 

進捗状況について、具体的に記載してください。 

(ⅰ)先駆的なモデルとなり、取組を波及させる計画を進めているか。【先進性・波及効果】 
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様式３ 

（事業責任大学名：●●大学、事業計画名：●●●●●●●●●●●） 

 

（５）採択時に付された留意事項及び委員フォローアップ報告書・委員現地視察報告書に付された課題等

への対応（留意事項等１点につき半ページ程度） 

各進捗状況について、具体的に記載してください。 

(ⅰ)採択時において付された留意事項への対応を適切に行っているか。【採択時に付された留意事項への

対応】 

採択時において付された留意事項 対応状況 
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様式３ 

（事業責任大学名：●●大学、事業計画名：●●●●●●●●●●●） 

 

(ⅱ)委員フォローアップ報告書において付された課題・意見、委員現地視察報告書において付された指導・

助言への対応を適切に行っているか。【委員フォローアップ報告書等への対応】 

委員フォローアップ報告書において付された課題・意見 

委員現地視察報告書において付された指導・助言 
対応状況 

＜令和５年度委員現地視察報告書において付された指導・助言＞  

・ 

 

 

 

 

＜令和６年度委員ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ報告書において付された課題・意見＞ 

・ 
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物品費

人件費・謝金
区
分

内
訳

様式３

（６）経費執行の適切性（１ページ以内）

年度（令和） 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度 合　計

(ⅰ)取組内容に照らし、経費執行を適切に行っているか。【経費執行の適切性】
※昨年度までの取組みに要した費用概況（単位は千円。千円未満は切り捨て）で記載願います。

事業規模

補助金支出額
(合計)

※経費ごとに申請時と1,000万円以上の差異が発生している事項があれば、その主な要因を以下の欄へ記載してくださ
い。

大学負担額
(合計)

旅費

その他

物品費

人件費・謝金

旅費

その他

区
分

（事業責任大学等名：　、事業計画名：　）
-21-



様式４ 

（事業責任大学名：●●大学、事業計画名：●●●●●●●●●●●） 

 

 

事業計画を進めるにあたって認識・顕在化している課題（１ページ程度） 

事業計画を進めるにあたり、当初では想定していなかった課題や対応状況等について、記載してください。 

なお、本項目の記載内容については、関連する評価項目に関する評価の参考とします。 
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様式５ 

（事業責任大学名：●●大学、事業計画名：●●●●●●●●●●●） 

 

 

事業計画申請時との相違点及びその理由（３ページ程度） 

申請時の計画調書と対比させ、相違点とその理由について具体的に記載してください。 

なお、本項目の記載内容については、関連する評価項目に関する評価の参考とします。 

年度別の計画 

      【申 請 時】※計画調書から転載 【申請時との相違点及びその理由】 
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別添資料 
 

 

 

タイプ名：タイプ● 

 

事業責任大学名：●●大学 

 

事業計画名： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-24-



1．対象となる学生について

2．受講者数の実績
（1）総表

学士課程1年
短期大学士1年

学士課程2年
短期大学士2年

学士課程3年 学士課程4年

0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0

(2)大学別の受講者数

学士課程1年
短期大学士1年

学士課程2年
短期大学士2年

学士課程3年 学士課程4年

令和５年度 0 0 0 0
令和６年度 0 0 0 0
令和５年度 0 0 0 0
令和６年度 0 0 0 0
令和５年度 0 0 0 0
令和６年度 0 0 0 0
令和５年度 0 0 0 0
令和６年度 0 0 0 0

（3）年度別・学生の所属学部別
【令和５年度】

学士課程1年
短期大学士1年

学士課程2年
短期大学士2年

学士課程3年 学士課程4年

0 0 0 0
○○学部
□□学部
××学部
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・

【令和６年度】

学士課程1年
短期大学士1年

学士課程2年
短期大学士2年

学士課程3年 学士課程4年

0 0 0 0
○○学部
□□学部
××学部
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・

本事業プログラムの受講者及び学生受入の状況
①  参加学位プログラムで試行・開発する教育プログラムの対象となる学生数

大学名

受講者数

受講者数

受講者数

学部等名

大学名 学部等名

■■大学

●●大学

▲▲大学

■■大学

●●
短期大学

●●大学

▲▲大学

■■大学

●●
短期大学

計

年度

令和５年度
令和６年度

●●
短期大学

受講者数
大学名 年度

●●大学

▲▲大学

（ 事業責任大学名： ●●、 事業計画名： ●●）-25-



1．令和○年度の本事業により再編した学位プログラムの学生定員（１学年あたり）

2．学生選抜の状況

3．受入学生数の実績
（1）総表

学士課程1年
短期大学士1年

学士課程2年
短期大学士2年

学士課程3年 学士課程4年

0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0

（2）年度別・学生の所属学部別
【令和５年度】

学士課程1年
短期大学士1年

学士課程2年
短期大学士2年

学士課程3年 学士課程4年

0 0 0 0
●●大学 ○○学部
▲▲大学 □□学部
■■大学 ××学部
・・・ ・・・

【令和６年度】

学士課程1年
短期大学士1年

学士課程2年
短期大学士2年

学士課程3年 学士課程4年

0 0 0 0
●●大学 ○○学部
▲▲大学 □□学部
■■大学 ××学部
・・・ ・・・

【令和７年度】

学士課程1年
短期大学士1年

学士課程2年
短期大学士2年

学士課程3年 学士課程4年

0 0 0 0
●●大学 ○○学部
▲▲大学 □□学部
■■大学 ××学部
・・・ ・・・

【令和８年度】

学士課程1年
短期大学士1年

学士課程2年
短期大学士2年

学士課程3年 学士課程4年

0 0 0 0
●●大学 ○○学部
▲▲大学 □□学部
■■大学 ××学部
・・・ ・・・

【令和９年度】

学士課程1年
短期大学士1年

学士課程2年
短期大学士2年

学士課程3年 学士課程4年

0 0 0 0
●●大学 ○○学部
▲▲大学 □□学部
■■大学 ××学部
・・・ ・・・

受入学生数

受入学生数

受入学生数

受入学生数

大学等名 学部等名

大学名 学部等名

大学名 学部等名

大学名 学部等名

本事業プログラムの受講者及び学生受入の状況
②  再編後の学位プログラムの受入学生数　（タイプ①のみ必須、タイプ②は任意）

大学名 学部等名

受入学生数

受入学生数

年度

令和５年度
令和６年度
令和７年度
令和８年度
令和９年度

計

 （ 事業責任大学名： ●●、 事業計画名： ●●）-26-



（事業責任大学名：●●大学、事業計画名：●●●●●●●●●●●） 
 

 
授業科目の開講状況 

○以下資料を作成願います。 

①目次（本様式）（１ページ以内） 

②令和６年度時点のカリキュラムマップ（学位プログラム毎に１ページ以内） 

③授業科目の開講状況（別紙）（学位プログラム毎に２ページ以内） 

※本事業を通じて新たに開講または変更した授業科目（連携開設科目として開設するものを含む。）を記入すること。 

＜目次＞ 

 

 

-27-



授
業

科
目

の
開

講
状

況
（

別
紙

）

1
．
授
業
科
目
の
一
覧

【
申
請
時
】

【
令
和
４
年
度
】

開
講
時
期

開
講
時
期

学
年
・
学
期

学
年
・
学
期

1
1

2
2

3
3

4
4

5
5

6
6

7
7

8
8

9
9

1
0

1
0

1
1

1
1

1
2

1
2

1
3

1
3

1
4

1
4

1
5

1
5

1
6

1
6

1
7

1
7

1
8

1
8

1
9

1
9

2
0

2
0

2
1

2
1

2
2

2
2

2
3

2
3

2
4

2
4

2
5

2
5

2
6

2
6

2
7

2
7

2
8

2
8

2
9

2
9

3
0

3
0

取
組
要
件
と
の
関
連

取
組
要
件
と
の
関
連

科
目
区
分

授
業
科
目
の
名
称

授
業

形
態

単
位
数

番
号

単
位

区
分

○
○
大
学
〇
〇
学
部
〇
〇
学
科

番
号

授
業
科
目
の
名
称

単
位

区
分

単
位
数

授
業

形
態

科
目
区
分

連
携
開
設

科
目

連
携
開
設

科
目

（
事
業
責
任
大
学
名
：
●
●
、
事
業
計
画
名
：
●
●
）
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【
令
和
５
年
度
】

【
令
和
６
年
度
】

開
講
時
期

開
講
時
期

学
年
・
学
期

学
年
・
学
期

1
1

2
2

3
3

4
4

5
5

6
6

7
7

8
8

9
9

1
0

1
0

1
1

1
1

1
2

1
2

1
3

1
3

1
4

1
4

1
5

1
5

1
6

1
6

1
7

1
7

1
8

1
8

1
9

1
9

2
0

2
0

2
1

2
1

2
2

2
2

2
3

2
3

2
4

2
4

2
5

2
5

2
6

2
6

2
7

2
7

2
8

2
8

2
9

2
9

3
0

3
0

取
組
要
件
と
の
関
連

授
業

形
態

連
携
開
設

科
目

番
号

科
目
区
分

授
業
科
目
の
名
称

単
位

区
分

単
位
数

授
業

形
態

連
携
開
設

科
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２
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授

業
科

目
等

数
の
一
覧
（
年
度
別
）

科
目

数
履

修
者

数
科

目
数

履
修

者
数

科
目

数
履

修
者

数
科

目
数

履
修

者
数

0
0
人

0
0
人

0
0
人

0
0
人

0
0
人

0
0
人

0
0
人

0
0
人

0
0
人

0
0
人

0
0
人

0
0
人

0
0
人

0
0
人

0
0
人

0
0
人

0
0
人

0
0
人

0
0
人

0
0
人

0
0
人

0
0
人

0
0
人

0
0
人

0
0
人

0
0
人

0
0
人

0
0
人

連
携

開
設

科
目

S
T
E
A
M
教

育
地

域
学

・
地

域
課

題
P
B
L

ア
ン

ト
レ

プ
レ

ナ
ー

シ
ッ

プ
教

育

申
請

時
の

計
画

※
１

0
令

和
４

年
度

0

再
編
し
た

授
業
科
目

科
目
数
（
合
計
）

令
和

５
年
度

0
令

和
６

年
度

0
令

和
７

年
度

0
令

和
８

年
度

0
令

和
９

年
度

0

（
※

１
）

 
再

編
し

た
授

業
科

目
数

の
申

請
時

の
計

画
欄

に
つ

い
て

は
、

申
請

時
調

書
様

式
２

－
１

「
４

．
本

事
業

で
行

う
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

」
の

記
載

を
踏

ま
え

て
、

申
請

時
に

計
画

し
て

い
た

再
編

授
業

科
目

数
、

履
修

者
数

を
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。
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